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当
協
会
は
第
64
回
（
平
成
26
年

度
）
河
北
文
化
賞
を
受
賞
し
、
1
月

17
日
に
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
、
大
場
尚
文
理
事
長
が

河
北
新
報
社
の
一
力
雅
彦
代
表
取
締

役
社
長
か
ら
賞
状
と
賞
牌
、
副
賞

１
０
０
万
円
を
受
け
た
。
受
賞
後
、

大
場
理
事
長
が
受
賞
の
挨
拶
を
行

い
、
推
挙
者
と
し
て
若
生
正
博
宮
城

県
副
知
事
が
、
当
協
会
の
業
績
を
紹

介
し
た
（
7
面
に
要
旨
を
掲
載
）。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
多
く
の
会
員
か

ら
祝
賀
会
の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、

5
月
30
日
の
定
時
総
会
終
了
後
に
、

　

定
時
総
会
に
先
立
っ
て
、
午
後
２

時
か
ら
行
わ
れ
る
恒
例
の
記
念
講
演

は
、
文
芸
部
会
員
（
川
柳
）
の
水
戸

一
志
さ
ん
が
担
当
す
る
。

　

水
戸
さ
ん
は
、
3
月
中
旬
に
仙
台

市
で
開
か
れ
た
「
第
3
回
国
連
防
災

世
界
会
議
」
で
、
事
前
Ｐ
Ｒ
の
情
報

発
信
チ
ー
ム
キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
た
。

受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
会
場
は
仙
台
市
青
葉
区
国

分
町
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台

国
分
町
（
旧
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
）
で
、

午
後
6
時
か
ら
の
開
会
と
な
る
。

　

各
会
員
に
は
別
途
通
知
さ
れ
る

が
、
芸
協
創
立
以
来
の
半
世
紀
に
わ

た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
会
員
の
参

加
が
望
ま
れ
る
。
会
費
は
６
、０
０
０

円
で
、
当
日
会
場
受
付
で
の
納
入
と

な
る
。
参
加
申
し
込
み
は
、
5
月
19

日
（
火
）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
芸
協
事
務
局
へ
。

会
議
へ
の
関
心
を
高
め
る
仙
台
市
の

戦
略
と
し
て
一
年
前
か
ら
情
報
発
信

を
展
開
。
こ
の
中
で
災
害
の
被
災
地

復
興
に
寄
与
す
る
芸
術
関
係
者
の
一

面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

講
演
は
「
芸
術
家
が
驚
い
た
芸
術

の
底
力
（
国
連
防
災
世
界
会
議
の
副

産
物
）」
と
題
し
て
、
取
材
体
験
の

一
部
を
紹
介
。
復
興
を
急
ぐ
お
役
所

の
視
野
に
、
初
め
は
全
く
入
っ
て
い

な
か
っ
た
災
害
と
文
化
・
芸
術
の
関

係
に
つ
い
て
、
芸
術
活
動
に
お
け
る

「
日
常
」
と
は
何
か
、
と
い
う
視
点

か
ら
話
題
提
供
の
形
で
ま
と
め
る
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
活
動
す
る

当
協
会
は
、
公
益
法
人
化
か
ら
3
年

目
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
事

業
内
容
を
土
台
に
、
協
会
の
持
続
的

経
営
を
見
据
え
な
が
ら
、
公
益
性
の

高
い
事
業
の
更
な
る
展
開
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
各
事
業
の
質

的
向
上
と
県
民
に
対
す
る
開
か
れ
た

協
会
を
意
識
し
、
事
業
内
容
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
も
、
宮
城
県

芸
術
祭
の
開
催
、
芸
術
文
化
の
振
興

に
関
す
る
展
覧
会
・
講
演
会
・
研
究

会
・
発
表
会
な
ど
の
主
催
ま
た
は
後

援
に
よ
る
鑑
賞
機
会
提
供
事
業
・
伝

統
文
化
体
験
事
業
・
人
材
育
成
事
業

な
ど
の
他
、
国
内
お
よ
び
国
外
と
の

芸
術
文
化
の
交
流
や
会
員
の
資
質
向

上
に
関
わ
る
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

芸
術
祭
の
一
般
公
募
が
年
ご
と
に

拡
大
し
て
い
る
な
か
、
今
年
度
で
36

回
目
と
な
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
が

芸
術
祭
事
業
と
し
て
初
め
て
組
み
込

ま
れ
る
。
一
般
公
募
を
既
に
実
施
し

て
い
る
部
門
も
含
め
、
公
募
の
周
知

に
向
け
た
広
報
活
動
も
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

　

第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
9
月

25
日
に
開
会
式
が
行
わ
れ
る
。
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
終
了
が
3
月
と
な

る
た
め
、
今
年
か
ら
閉
会
式
が
表
彰

式
に
か
わ
り
11
月
26
日
に
行
わ
れ

る
。
芸
術
祭
で
一
般
公
募
を
予
定
し

て
い
る
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
で
は
そ

れ
ぞ
れ
入
選
作
品
を
展
示
。
文
芸
で

　

平
成
27
年
度
の
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
芸
術
協
会
定
時
総
会
は
、

5
月
30
日
午
後
３
時
10
分
か
ら
仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙
台
市
福
祉
プ

ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
総
会
で
は
、
平
成
26
年
度
の
事

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ど
が
議
題
。
27
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
議
決
案
件
の
た
め
報
告
事
項
と
な
る
。
詳
細

を
６
面
、
７
面
に
掲
載
。

は
公
募
し
た
優
秀
作
品
を
文
芸
祭
で

発
表
す
る
。

国
連
防
災
会
議
の
副
産
物

水
戸
さ
ん
が
記
念
講
演

総
会
後
に
河
北
文
化
賞
祝
賀
会

5月30日に開催
‖仙台市福祉プラザで‖

平成27年度定時総会
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3
月
20
日
開
催
の
平
成
26
年
度
第

5
回
理
事
会
で
当
協
会
の
法
人
運
営

規
程
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
正
会

員
の
み
だ
っ
た
役
員
に
会
員
以
外
か

ら
の
就
任
も
可
能
と
な
っ
た
。

　

公
益
法
人
化
の
前
は
、
当
協
会
は

会
員
以
外
の
役
員
と
し
て
外
部
理

事
、
外
部
監
事
を
置
い
て
い
た
が
、

現
在
は
法
人
運
営
規
程
第
2
条
、
第

3
条
で
、
理
事
、
監
事
の
候
補
者
は

い
ず
れ
も
正
会
員
の
中
か
ら
選
出
す

る
規
程
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
公

益
法
人
制
度
の
改
正
で
理
事
・
監
事

の
損
害
賠
償
責
任
が
重
く
な
っ
た
た

め
、公
益
法
人
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、

役
員
は
す
べ
て
正
会
員
の
中
か
ら
選

出
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

役
員
の
構
成
と
し
て
は
現
状
で
問

題
は
な
い
が
、他
の
公
益
法
人
で
は
、

監
督
機
能
の
充
実
化
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
向
上
、
事

業
運
営
の
客
観
性
の
担
保
の
観
点
か

ら
、
外
部
役
員
を
置
く
な
ど
し
て
広

く
外
部
の
意
見
を
取
り
込
む
方
策
を

採
っ
て
い
る
例
が
多
い
。

　

当
協
会
で
も
こ
う
し
た
外
部
役
員

の
役
割
を
法
人
の
運
営
に
生
か
し
て

い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

外
部
と
の
連
携
を
強
化
し
、
よ
り
透

明
性
の
高
い
開
か
れ
た
組
織
に
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、

今
回
の
法
人
運
営
規
程
の
改
正
に

至
っ
た
。

　

こ
の
改
正
を
受
け
て
、
5
月
30
日

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
平
成
27

年
度
定
時
総
会
に
、
4
月
20
日
開
催

の
平
成
27
年
度
第
1
回
理
事
会
で
推

薦
を
受
け
た
外
部
理
事
候
補
者
2
名

の
理
事
選
任
に
つ
い
て
議
案
が
提
案

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
法
人
運
営
規
程
改
正
内
容
】

〈
第
2
条
〉
理
事
の
候
補
者
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。（
以
下
略
）

　

四
月
一
日
付
で
彫
刻
部
と
茶
道
部

【
彫
刻
部
】
早
坂
修
【
書
道
部
】
無

着
孝
章
、
栁
由
美
子
【
華
道
部
】
平

石
春
曈
【
洋
楽
部
】
青
田
知
子
、
小

林
郁
、
福
原
佳
三
【
文
芸
部
】
西
恵

美
子

　

平
成
26
年
度
第
5
回
理
事
会
で
は

名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
絵
画
部
の
小
崎
隆
雄
、
書
道
部

の
菊
田
翠
谷
、
文
芸
部
の
蓬
田
紀
枝

子
の
各
参
事
が
名
誉
会
員
に
推
薦
さ

れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
理
事
長
が
３

氏
に
就
任
を
打
診
し
、
本
人
の
承
諾

　
当
協
会
で
は
、
平
成
26
年
度
部
長
会

議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
芸

術
祭
実
行
委
員
会
を
部
長
会
議
に
統

合
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

芸
術
祭
実
行
委
員
会
は
毎
年
2
回

開
催
さ
れ
、
芸
術
祭
実
施
に
つ
い
て

の
諸
課
題
や
実
施
後
の
反
省
な
ど
を

話
し
合
っ
て
き
た
。
部
長
会
議
は
、

公
益
法
人
化
に
際
し
、
事
業
の
円
滑

な
運
営
と
部
門
間
の
意
思
疎
通
を
図

る
た
め
に
新
設
さ
れ
、
法
人
運
営
規

程
で
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

年
度
は
1
回
し
か
開
か
れ
て
い
な
い
。

　

当
協
会
の
正
会

員
に
な
る
に
は
、

正
会
員
2
名
以
上

の
推
薦
を
得
て
申

し
込
み
、
理
事
会

の
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

（
定
款
第
７
条
）。

　

こ
の
規
定
に
も

と
づ
き
、
第
5
回

理
事
会
で
は
、
平

成
27
年
度
の
新
入

会
員
と
し
て
各
部

門
か
ら
推
薦
さ
れ

た
73
人
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、

全
員
の
入
会
が

承
認
さ
れ
た
（
3

〈
第
3
条
〉
監
事
の
候
補
者
は
理
事

会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。（
以
下
略
）

〈
附
則
〉（
追
加
） 

こ
の
規
程
は
平

成
27
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
。

に
よ
り
、
４
月
１
日
付
で
名
誉
会
員

就
任
と
な
っ
た
。　

　

法
人
運
営
規
程
第
7
条
第
2
項
で

は
「
理
事
長
は
、
参
事
の
職
に
あ
り
、

満
85
歳
に
達
し
、
理
事
会
か
ら
推
薦

さ
れ
た
会
員
を
名
誉
会
員
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

　

両
会
議
と
も
メ
ン
バ
ー
は
、
理
事

長
、
執
行
理
事
、
部
長
又
は
副
部
長

と
顔
ぶ
れ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
部
長
会
議
と
し
て
年
3
回
開

催
す
る
こ
と
で
会
議
の
効
率
化
が
図

ら
れ
、
毎
回
芸
術
祭
以
外
の
課
題
に

つ
い
て
も
議
題
に
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
各
部
門
の
意
見
を
よ
り
多

く
反
映
で
き
る
た
め
、
芸
協
の
活
性

化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

面
）。
部
門
別
で
は
、
絵
画
部
が
23
人

で
最
も
多
く
、
茶
道
部
13
人
、
文
芸

部
12
人
、写
真
部
9
人
、書
道
部
6
人
、

華
道
部
5
人
、
彫
刻
部
2
人
が
続
き
、

工
芸
部
、
洋
楽
部
、
邦
楽
部
が
各
1

人
と
な
っ
て
い
る
。
舞
踊
部
と
演
劇

部
に
新
入
会
員
は
い
な
い
。

　

第
4
回
理
事
会
で
確
認
さ
れ
た
平

成
27
年
度
予
算
編
成
方
針
で
は
、
正

会
員
、
賛
助
会
員
数
の
拡
大
に
よ
る

会
費
収
入
の
増
加
が
大
き
な
目
標
と

さ
れ
、
新
入
会
員
１
０
０
人
の
入
会

を
見
込
ん
だ
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
理
事
会
は
年
4
回
予
定
さ
れ
て

お
り
、
年
度
途
中
で
も
入
会
が
可
能

な
こ
と
か
ら
、
各
部
門
に
お
け
る
新

入
会
員
増
加
に
向
け
た
更
な
る
積
極

的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

で
部
長
・
副
部
長
の
交
代
が
あ
っ
た
。

新
た
に
就
任
し
た
方
々
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
）。

【
彫
刻
部
】
大
槻
俊
之
（
部
長
）

阿
部
弘
子
（
副
部
長
）

【
茶
道
部
】
鎌
田
宗
節
（
部
長
）

◇
新
運
営
委
員

芸
術
祭
実
行
委
員
会

を
部
長
会
議
に
統
合

外
部
役
員
の
就
任
可
能
に

理
事
会 

法
人
運
営
規
程
を
改
正

小
崎･

菊
田･

蓬
田
の
３
氏
が
名
誉
会
員
に

◇
部
長
・
副
部
長
の
交
代

新入会員今年は73人
期待される一層の取り組み
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小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
当

協
会
主
催
の
第
35
回
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
本
選
（
予
選
は
２
月
15
日
実

施
）
が
3
月
25
日
、
仙
台
市
の
宮
城

野
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

予
選
に
75
人
が
挑
み
、
本
選
に
進

ん
だ
29
人
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、

宮
城
県
知
事
賞
に
齋
藤
尚
生
君
（
仙

台
市
泉
ヶ
丘
小
5
年
）、
仙
台
市
長

賞
に
高
橋
乙
寧
さ
ん
（
宮
教
大
附
小

1
年
）、
河
北
新
報
社
賞
に
前
川
直

央
君
（
名
取
市
増
田
小
4
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
各
級
の
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。

数
字
は
学
年
（
敬
称
略
）。

［
初
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
高
橋
乙
寧
（
宮
教
大

附
小
1
）
優
秀
賞
＝
真
鍋
望
咲
（
富

谷
町
東
向
陽
台
小
3
）
小
野
寺
優
花

（
仙
台
市
片
平
丁
小
1
）
成
澤
建
一

郎
（
仙
台
市
中
山
小
1
）
奨
励
賞
＝

小
川
真
由
（
宮
教
大
附
小
2
）

［
中
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
前
川
直
央
（
名
取
市

増
田
小
4
）優
秀
賞
＝
高
瀬
彩
音（
仙

台
市
黒
松
小
6
）
斉
藤
裕
大
（
仙
台

市
西
多
賀
小
5
）
奨
励
賞
＝
及
川
華

奈
（
仙
台
市
将
監
中
央
小
4
）
冨
澤

　

平
成
27
年
度
の
海
外
研
修
旅
行

は
、11
月
16
日（
月
）か
ら
21
日（
土
）

ま
で
の
６
日
間
、タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
、

チ
ェ
ン
マ
イ
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
方
面
に

決
ま
っ
た
。
タ
イ
の
歴
史
・
文
化
や

少
数
民
族
の
伝
統
工
芸
な
ど
を
探
訪

す
る
旅
と
な
る
。

　

詳
細
は
7
月
末
発
行
の
は
な
や
ま

２
０
５
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
が
、
参

加
希
望
者
は
今
か
ら
日
程
の
確
保
を
。

梨
々
花
（
富
谷
町
東
向
陽
台
小
5
）

齋
藤
夕
姫
（
仙
台
市
長
命
ヶ
丘
小

6
）
作
曲
者
賞
＝
斉
藤
裕
大
、
前
川

直
央

［
上
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
齋
藤
尚
生
（
仙
台
市

泉
ヶ
丘
小
5
）
優
秀
賞
＝
沼
田
唯
花

（
仙
台
市
寺
岡
中
2
）
奨
励
賞
＝
鈴

木
亜
実
（
仙
台
市
東
仙
台
中
2
）
作

曲
者
賞
＝
沼
田
唯
花

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年
度
ま

で
「
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
ピ
ア
ノ
部

門
）」
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

今
年
度
か
ら「
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。

研
修
旅
行
は
11
月
に
タ
イ
へ

宮
城
県
知
事
賞
に
齋
藤
尚
生
君

第
35
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

平 成 27 年 度 新 入 会 員 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　　所
【絵画部】 【洋楽部】
〈日本画〉 武　地　美枝子 仙台市太白区 叶　　　光　徳 仙台市太白区
〈日本画〉 田　中　加代子 黒川郡大郷町 【邦楽部】
〈日本画〉 土　屋　　　薫 仙台市青葉区 〈長唄〉 杵　家　弥登八（小山昌子） 仙台市泉区
〈日本画〉 服　部　珠　枝 仙台市泉区 【文芸部】
〈洋画〉 有　川　通　子（阿部通子） 仙台市青葉区 〈俳句〉 あいざわ　静子（相澤静子） 仙台市泉区
〈洋画〉 氏　家　春　夫 仙台市若林区 〈俳句〉 及　川　源　作 塩釜市
〈洋画〉 小田島　　　風 仙台市宮城野区 〈俳句〉 鎌　形　清　司 柴田郡柴田町
〈洋画〉 鹿　野　幸　多 栗原市 〈俳句〉 酒　井　美代子 多賀城市
〈洋画〉 川　名　利　江 仙台市宮城野区 〈俳句〉 佐々木　博　子 大崎市
〈洋画〉 クマガイケイコ（石山佳子） 仙台市宮城野区 〈俳句〉 髙　宮　義　治 仙台市青葉区
〈洋画〉 後　藤　俊　彦 塩釜市 〈俳句〉 中　井　由美子 仙台市青葉区
〈洋画〉 小　西　達　也 仙台市宮城野区 〈俳句〉 宮　野　かほる 遠田郡美里町
〈洋画〉 高　橋　順　子 仙台市太白区 〈川柳〉 佐々木　妙　子 仙台市青葉区
〈洋画〉 武　田　秀　作 白石市 〈川柳〉 佐　藤　久　嘉 多賀城市
〈洋画〉 千　葉　郁　男 栗原市 〈川柳〉 下　田　和　子 仙台市青葉区
〈洋画〉 土　田　　　正 仙台市泉区 〈川柳〉 谷　　　かすみ（熊谷肇子） 気仙沼市
〈洋画〉 内　藤　順　子 名取市 【茶道部】
〈洋画〉 中　島　みどり 黒川郡大和町 〈裏千家〉 小　野　智　子（伊藤智子） 仙台市太白区
〈洋画〉 福　井　郁　子 仙台市宮城野区 〈江戸千家〉 星　　　宗　重（八重子） 仙台市太白区
〈洋画〉 蒔　田　　　来 柴田郡柴田町 〈煎茶三彩流〉 星　　　悠　華（千絵美） 仙台市若林区
〈洋画〉 森　下　雪　子 仙台市泉区 〈宗　流〉 浅　野　宗　美（美保子） 仙台市太白区
〈洋画〉 門　奈　　　淳 仙台市泉区 〈織田流煎茶道〉 加　藤　南　敦（敦子） 仙台市泉区
〈洋画〉 山　本　安　輝 仙台市青葉区 〈大日本茶道学会〉 湶　　　淳　仙（淳己） 仙台市泉区
【彫刻部】 〈大日本茶道学会〉 沼　口　節　仙（節子） 仙台市泉区

清　水　直　土 仙台市泉区 〈大日本茶道学会〉 我　妻　仙　朋（有） 仙台市青葉区
吉　澤　光　子 仙台市太白区 〈大日本茶道学会〉 我　妻　文　仙（ふみ） 仙台市青葉区

【工芸部】 〈玉川遠州流〉 阿　部　松　和（美和） 柴田郡大河原町
〈木竹芸〉 小野寺　　　正 岩沼市 〈玉川遠州流〉 加　藤　森　保（奈保美） 柴田郡川崎町
【書道部】 〈玉川遠州流〉 菊　森　宗　壑（拓也） 仙台市青葉区

岩　崎　陽　光（陽子） 塩釜市 〈玉川遠州流〉 柴　田　晋　江（時江） 刈田郡蔵王町
佐々木　功　龍（功） 仙台市若林区 【写真部】
菅　原　滄　鳳（弘人） 仙台市若林区 鎌　田　利　明 仙台市泉区
鈴　木　呈　子 石巻市 菊　地　廣　信 仙台市青葉区
田　中　眞由美 宮城郡利府町 鈴　木　久　雄 仙台市太白区
塚　田　美　翠（久美子） 仙台市青葉区 関　口　洋　美 仙台市青葉区

【華道部】 髙　田　城　晴 仙台市青葉区
〈池坊〉 小　野　清　千（千晴） 仙台市若林区 武　田　　　勍 石巻市
〈池坊〉 早　坂　秀　光（国子） 仙台市泉区 野　澤　克　朗 仙台市青葉区
〈草月〉 田　澤　　　麗（礼子） 仙台市青葉区 村　上　勇一郎 仙台市泉区
〈草月〉 早　坂　君　祥（君子） 仙台市青葉区 渡　邊　興　次 石巻市
〈草月〉 洞　口　秋　楓（裕美） 仙台市太白区
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本
年
度
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修

会
は
、
日
本
の
原
風
景
が
残
る
福
島

県
南
会
津
町
の
前
沢
・
水
引
集
落
を

訪
ね
る
。
茅
葺
家
屋
が
主
な
ス
ケ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
で
、
新
緑
に
囲
ま
れ
て

ス
ケ
ッ
チ
を
堪
能
す
る
企
画
と
な
っ

て
い
る
。
研
鑽
と
親
睦
を
深
め
る
研

修
会
で
、
絵
画
部
以
外
の
参
加
も
受

け
付
け
る
。

【
応
募
要
項
】

期
日
＝
平
成
27
年
５
月
16
日
（
土
）

～
17
日
（
日
）

研
修
地
＝
福
島
県
南
会
津
町
前
沢
集

　

19
回
目
を
迎
え

る
杜
の
都
大
茶
会

は
、
今
年
は
6
月

13
日
（
土
）
14
日

（
日
）
に
、
当
協

会
と
河
北
新
報
社

の
主
催
で
、
仙
台

市
青
葉
区
勾
当
台

公
園
を
会
場
に
開

か
れ
る
。
受
付
は

午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時
。

　

こ
の
茶
会
は
、

美
味
し
い
お
茶
と

落
・
水
引
集
落

宿
泊
＝
会
津
高
原
ホ
テ
ル
（
南
会

津
郡
南
会
津
町
高
杖
原
五
三
五
☎

０
２
４
１
―
７
８
―
２
２
４
１
）

参
加
費
＝
２
５
、０
０
０
円
（
郵
便

振
替
に
て
芸
術
協
会
宛
に
振
込
）

締
め
切
り
＝
5
月
11
日（
月
）た
だ
し
、

定
員
40
名
に
な
り
次
第
締
め
切
る

申
込
み
＝
電
話
で
芸
術
協
会
事
務
局

（
０
２
２
―
２
６
１
―
７
０
５
５
）
へ

【
日
程
】

◇
5
月
16
日
（
土
）
８
時
20
分
仙
台

駅
東
口
バ
ス
プ
ー
ル
集
合
（
出
発
）
→

お
菓
子
が
評
判
で
、
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
、
初
夏
の
風
物
詩
と
し
て

市
民
に
定
着
し
、親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

芸
協
茶
道
部
加
盟
の
13
流
派
が
7

つ
の
茶
席
で
お
点
前
を
披
露
す
る
。

流
派
ご
と
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

◇
6
月
13
日
（
土
）
＝
煎
茶
文
雅
静

庵
流
、
玉
川
遠
州
流
、
大
日
本
茶
道

学
会
、
江
戸
千
家
、
煎
茶
道
清
泉
幽

茗
流
、
宗　

流
、
裏
千
家

◇
6
月
14
日
（
日
）
＝
煎
茶
道
三
彩

流
、
石
州
清
水
流
、
遠
州
流
茶
道
、

織
田
流
煎
茶
道
、
武
者
小
路
千
家
、

表
千
家

西
那
須
野
Ｓ
Ａ
→
昼
食
→
前
沢
集
落

（
ス
ケ
ッ
チ
）
→
会
津
高
原
ホ
テ
ル

◇
5
月
17
日
（
日
）
8
時
30
分
ホ
テ

ル
発
→
水
引
集
落
（
ス
ケ
ッ
チ
）
→

昼
食
・
観
賞
会
→
仙
台
駅
東
口
バ
ス

プ
ー
ル
到
着
18
時
30
分
（
解
散
）

　

本
年
度
の
文
学
散
歩
は
、
9
月
29

日
（
火
）
30
日
（
水
）
の
二
日
間
。

「
会
津
の
文
学
碑
と
人
物
探
訪
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
郡
山
・
会
津
若
松

方
面
を
訪
ね
る
。

　

詳
細
は
次
号
に
掲
載
予
定
だ
が
、

智
恵
子
記
念
館
、
こ
お
り
や
ま
文
学

　

当
協
会
、
加

美
町
、
宮
城
県

文
化
振
興
財
団

の
共
催
に
よ
る

「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
in
か
み

ま
ち
」
が
2
月
15

日
、
中
新
田
バ
ッ

ハ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。　

　

本
年
度
は
「
地

域
文
化
の
継
承
」

を
テ
ー
マ
に
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
第
一

部
か
み
ま
ち
の
未

来
へ
～
響
け
、
希

望
の
ラ
ッ
パ
、
第

二
部
響
け
、
和
太

鼓
～
和
洋
折
衷
の

響
き
、
第
三
部
宮

の
森
資
料
館
、会
津
本
郷
焼
資
料
館
、

斉
藤
清
美
術
館
な
ど
を
巡
る
。
特
に

鶴
ヶ
城
で
は
ガ
イ
ド
が
付
き
添
い
、

周
辺
の
散
策
が
楽
し
め
る
。
宿
泊
は

東
山
温
泉
。

　

今
回
も
内
容
の
充
実
し
た
文
学
散

歩
と
な
る
。
ぜ
ひ
ご
期
待
を
。

城
県
芸
術
協
会
と
地
元
音
楽
家
と
の

饗
宴
～
絆
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
第
四
部

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の
饗
宴
、
の

四
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。

　

当
協
会
洋
楽
部
会
員
、
全
国
大
会

出
場
の
実
績
も
あ
る
地
元
の
中
新
田

小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、
広
原
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、
中
新
田
縄

文
太
鼓
伝
承
会
に
よ
る
演
奏
が
約

６
８
０
人
収
容
の
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
に

つ
め
か
け
た
満
席
の
聴
衆
を
魅
了
し

た
。
第
四
部
で
は
、
合
唱
団
員
と
し

て
猪
股
洋
文
町
長
も
加
わ
り
、
聴
衆

と
一
体
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」
の

大
合
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

　

当
協
会
写
真
部
は
、
1
月
7
日
～

16
日
に
仙
台
市
青
葉
区
の
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
専
」
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
写
真
展

を
開
催
し
、
作
品
の
売
上
金
の
一
部

な
ど
十
万
八
千
円
を
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
山
元
町
に

復
興
支
援
金
と
し
て
寄
付
し
た
。

　

2
月
18
日
、
佐
々
木
光
一
執
行
理

事
と
関
敏
彦
運
営
委
員
が
山
元
町
役

場
を
訪
問
し
て
支
援
金
を
手
渡
し

た
。
齋
藤
俊
夫
町
長
か
ら
は
「
当
町

を
選
ん
で
頂
き
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

茶
券
は
、
前
売
り
券
が
２
席
分

１
０
０
０
円
、
当
日
券
は
１
席
分

７
０
０
円
、
２
席
分
１
２
０
０
円
。

日
本
の
原
風
景
が
残
る

南
会
津
の
前
沢
・
水
引
集
落
へ

　
文
学
散
歩
は
会
津
方
面

９
月
29
日（
火
）･ 

30
日（
水
）

山
元
町
に
復
興
支
援
金

写
真
部

杜の都大茶会
今年は６月 13・14 日

町長も加わり大合唱
ミュージックフェスタ 2014 in かみまち

日本の原風景が残る前沢曲家集落

スケッチ
研修会
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当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
共
催
の

絵
画
展
「
選
ば
れ
し
作
品
の
軌
跡
―

平
成
の
芸
術
祭
賞
13
年
―
」
が
、
青

葉
区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で
2
月
3
日

か
ら
3
月
15
日
ま
で
開
か
れ
た
。

　

本
展
に
は
平
成
元
年
か
ら
13
年
ま

で
の
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
の
芸
術

祭
賞
受
賞
作
品
な
ど
22
点
が
展
示

さ
れ
た
。
会
期
内
の
入
場
者
は
１
、

６
９
７
人
で
あ
っ
た
。

　

会
期
中
の
2
月
14
日
に
は
出
品
者

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

催
。
１
０
０
人
近
い
来
場
者
が
作
家

自
身
の
作
品
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。

　

ま
た
、
3
月
7
日
に
は
当
協
会
洋

　

宮
城
県
よ
り
推
挙
い
た
し
ま
し
た

「
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
芸
術
協

会
」
様
の
ご
功
績
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宮
城
県
芸
術
協
会
は
、「
宮
城
県

の
文
化
芸
術
の
柱
と
な
り
、
そ
の
振

興
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
昭
和
39
年
に
結
成
さ
れ
、昨
年
、

創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
こ
ろ

楽
部
会
員
を
中
心
と
し
た
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
2
人
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
各

1
人
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
多
く
の

来
場
者
が
作
品
に
囲
ま
れ
た
会
場
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
な
じ
み
の
あ
る
楽

曲
を
楽
し
ん
だ
。

　

来
年
度
は
本
展
の
第
2
弾
と
し

て
、
平
成
14
年
以
降
の
芸
術
祭
賞
受

賞
作
品
展
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協
議

会
の
機
関
誌
「
北
斗
39
号
」
が
2
月
に

発
行
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
編
集
発
行
は
山
形
県
芸

術
文
化
協
会
が
担
当
し
「
各
県
・
道
の

芸
術
祭
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
の

特
集
を
組
ん
だ
。

　
当
協
会
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
中

塚
仁
執
行
理
事
が
「
公
募
展
に
取
り
組

み
県
民
の
芸
術
活
動
意
欲
を
喚
起
」
と

題
し
て
、
第
51
回
芸
術
祭
の
概
要
、
近

年
の
取
り
組
み
の
状
況
、
公
募
展
に
つ

い
て
執
筆
し
た
。

　
ま
だ
残
部
が
あ
る
の
で
、
希
望
者
は

事
務
局
ま
で
連
絡
を
。

で
あ
り
ま
す
。

　

協
会
設
立
当
時
は
、
宮
城
県
の
芸

術
分
野
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
県
内
の
文
化
人
の

有
志
の
皆
様
が
「
最
高
の
も
の
を
鑑

賞
し
、
県
民
の
芸
術
教
養
の
水
準
を

高
め
よ
う
」
と
い
う
熱
意
の
も
と
に

開
催
し
た
第
1
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、

各
会
場
と
も
観
客
の
方
々
の
熱
気
で

溢
れ
て
い
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宮
城
県
芸
術
祭
は
、
第
31
回
か
ら

本
格
的
に
巡
回
展
の
開
催
が
始
ま
っ

た
ほ
か
、
第
50
回
か
ら
絵
画
・
彫
刻
・

写
真
の
3
部
門
の
公
募
展
が
、
第
51

回
か
ら
は
文
芸
作
品
の
公
募
展
が
加

わ
る
な
ど
、
今
日
に
至
る
ま
で
優
秀

な
芸
術
の
公
演
・
発
表
を
促
し
、
創

造
と
発
展
に
寄
与
す
る
多
彩
な
芸
術

祭
と
し
て
、
継
続
的
に
開
催
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
宮
城
県
や
仙
台
市
、
そ

し
て
河
北
新
報
社
様
な
ど
も
共
催
に

加
わ
り
、
宮
城
県
芸
術
祭
は
県
内
外

か
ら
数
万
人
の
観
客
数
を
誇
る
本
県

を
代
表
す
る
文
化
行
事
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
宮
城
県
芸
術

協
会
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
方
の

ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、
重
ね
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
城
県
芸
術
協
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際

し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
の
開
催
や
積

極
的
な
募
金
活
動
を
通
じ
て
義
援
金

の
寄
贈
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

復
興
に
多
大
な
ご
貢
献
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
平
成
6

年
か
ら
韓
国
大
邱
市
と
の
日
韓
国
際

交
流
を
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、
本
県
と

中
国
吉
林
省
と
の
文
化
芸
術
交
流
事

業
に
積
極
的
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く

な
ど
、
東
北
の
み
な
ら
ず
海
外
の
文

化
芸
術
団
体
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
文
化
芸
術
の
発
展
や
表
現
技
法

の
研
鑽
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宮
城
県
芸
術
協
会

は
、
50
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
本

県
の
芸
術
界
の
振
興
に
幅
広
く
ご
尽

力
を
賜
っ
て
お
り
、
今
後
の
文
化
芸

術
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方

と
と
も
に
文
化
芸
術
の
振
興
に
な
お

一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
宮
城
県
芸
術
協
会
の
益
々
の

御
発
展
、
御
活
躍
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

カ
メ
イ
美
術
館
共
催
絵
画
展

平
成
の
芸
術
祭
賞
作
品
第
１
弾

「
北
斗
39
号
」
を
発
行

東
北
・
北
海
道
芸
文
協

河北文化賞贈呈式

若生正博副知事スピーチ要旨
（1月17日　仙台国際ホテル）

文化芸術の発展に 
欠かせない存在

たくさんの来場者で賑わったギャラリートーク
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平 成 27 年 度 事 業 計 画
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】
　本協会を中心とし、宮城県、仙台市、河北新報社、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、公益財団法人宮城県文化
振興財団の七団体共催により、本年で第52回目となる宮城県芸術祭を開催する。期間は９月25日（金）の開会式（会場：
せんだいメディアテーク）から、11月26日（木）の表彰式（会場：ホテルメトロポリタン仙台）を経て、本年度より新た
に芸術祭事業に組み込んだ３月20日（日）の第36回ピアノコンクール本選までの期間となる。各事業の詳細は次のとおり。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

展 示 関 係 事 業

書 道 展 ９月25日（金）～ ９月30日（水） せんだいメディアテーク5F・6F
工 芸 展 ９月25日（金）～ ９月30日（水） せんだいメディアテーク5F
華 道 展 10月２日（金）～ 10月７日（水） せんだいメディアテーク5F
写 真 展・ 写 真 公 募 展 10月２日（金）～ 10月７日（水） せんだいメディアテーク5F
絵 画 展（ 公 募 の 部 ） 10月２日（金）～ 10月７日（水） せんだいメディアテーク6F
彫 刻 展・ 彫 刻 公 募 展 10月２日（金）～ 10月７日（水） せんだいメディアテーク6F
絵 画 展 （ 会 員 展 ） 10月９日（金）～ 10月14日（水） せんだいメディアテーク5F・6F

演 奏 関 係 事 業
長 唄 演 奏 会 10月25日（日） 仙台市民会館
音 楽 会 11月５日（木） 日立システムズホール仙台

文 芸 関 係 事 業
文 学 散 歩 ９月29日（火）～ ９月30日（水） 福島県会津方面
「 宮 城 県 文 芸 年 鑑 」 発 行 10月15日（木） 800部発行
文 芸 祭 10月17日（土） 仙台市戦災復興記念館

茶 会 茶 会 10月11日（日）・18日（日）・25日（日） 輪王寺
巡 回 展 事 業 絵 画・ 書 道 展 栗 原 展 10月27日（火）～ 11月１日（日） 栗原文化会館

コ ン ク ー ル 事 業 第36回 ピ ア ノ コ ン ク ー ル
予選：２月14日（日）

日立システムズホール仙台
本選：３月20日（日）

※ 展示関係事業：各展会期中には出品者によるギャラリートークや作品解説、作品制作の実演などを各部において企画し、
実施する。また、写真部では写真公募展と連動させながら年度内に数回、県民を対象した写真セミナーを実施する。

※ 文芸関係事業：文芸祭では一般を対象とする文芸作品を公募し、優秀な作品の発表、表彰等を行う。

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業２】
　 多くの県民に、本協会の会員による芸術作品や音楽会などを鑑賞する機会を提供するとともに、芸術文化に関する人
材の育成と各分野の幅広い裾野拡大及び普及啓発を図ることを目的とし、各事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

鑑賞機会提供事業

第52回 宮 城 県 芸 術 祭 絵 画 展 
受 賞 者 作 品 展 １月18日（月）～１月24日（日） 東京エレクトロンホール宮城

（ カ メ イ 美 術 館 共 催 ）
第 ７ 回 絵 画 作 品 展 １月下旬～３月上旬 カメイ美術館

み や ぎ ミ ュ ー ジ ッ ク
フ ェ ス タ i n み さ と ２月21日（日） 美里町文化会館

伝統文化体験事業 第19回 杜 の 都 大 茶 会 ６月13日（土）・14日（日） 勾当台公園

人 材 育 成 事 業

県 民 と の 美 術 交 流
・ ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 10月10日（土） せんだいメディアテーク5F・6F

書 道 部 に よ る 県 内 小 中 学 校 
へ の 講 師 派 遣 事 業 通年 県内小中学校

後 援 事 業 「河北美術展」・「河北書道展」・「河北工芸展」等に賞状及び賞金を提供するなど、本協会に申請のあった作品展
や演奏会に対し、名義使用を承認し、必要に応じて賞状や賞品等を提供する。（平成26年度承認実績：82件）

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業３】
　  国内外の芸術総合文化団体との相互交流を図ることを目的とし、交流協議及び事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場
東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 東 北・ 北 海 道 交 流 写 真 展 ６月12日（金）～６月17日（水） 山形県芸文美術館

仙台・大邱国際芸
術交流事業

（ 日・ 韓 国 際 交 流 ）
仙 台・ 大 邱 交 流 絵 画・ 写 真 展 10月12日（月）～ 10月15日（木） 大邱文化芸術会館

※ 東北・北海道芸術文化団体協議会交流事業：交流写真展開会日の６月12日には「平成27年度東北・北海道芸術文化団体
協議会総会」が開催（於：山形県芸文美術館）される。

※ 仙台・大邱国際芸術交流事業：協会において協会役員及び出品者による訪問団を結成し、作品展会期内に大邱へ訪問する。
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（４）その他の事業（相互扶助等事業）について
　本協会会員や多くの県民に参加の機会を提供する各研修事業と、本法人の活動状況等を発信及び会員同士の情報交換
を図るための発行物を刊行する事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　場　　等

会 員 研 修

講 演 会（ 講 師： 水 戸 一 志 氏 ） ５月30日（土） 仙台市福祉プラザふれあいホール
絵 画 部 ス ケ ッ チ 研 修 会 ５月16日（土）・17日（日） 福島県南会津町方面
書 道 部 研 修 会 ９月27日（日） エルパークせんだい
第 4 2 回 研 修 旅 行 11月16日（月）～ 21日（土） タイ（バンコク・チェンマイ方面）

発 行 機 関 紙「 は な や ま 」 発 行 年４回発行（４・７・11・１月）

平成27年度正味財産増減予算書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公１ 公２ 公３ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部 
１．経常増減の部 
（１）経常収益

　 　 　

基本財産運用益 0 0 0 5,000 5,000 0 0 5,000

受取入会金 0 0 0 1,000,000 1,000,000 0 1,000,000 2,000,000

受取会費 0 0 0 11,620,000 11,620,000 0 11,020,000 22,640,000

事業収益 6,904,000 56,000 2,020,000 0 8,980,000 5,200,000 0 14,180,000

受取補助金等 0 0 250,000 0 250,000 0 0 250,000

受取負担金 13,299,000 0 0 0 13,299,000 0 0 13,299,000

受取寄附金 115,000 0 0 0 115,000 0 0 115,000

雑収益 140,000 0 0 0 140,000 0 40,000 180,000

経常収益計 20,458,000 56,000 2,270,000 12,625,000 35,409,000 5,200,000 12,060,000 52,669,000

（２）経常費用

事業費 28,117,001 2,288,599 5,084,400 0 35,490,000 8,770,000 0 44,260,000

管理費 0 0 0 0 0 0 8,364,000 8,364,000

経常費用計 28,117,001 2,288,599 5,084,400 0 35,490,000 8,770,000 8,364,000 52,624,000

当期経常増減額
２．経常外増減の部  
 （１）経常外収益

△7,659,001 △2,232,599 △2,814,400 12,625,000 △81,000 △3,570,000 3,696,000 45,000

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 7,659,001 2,232,599 2,814,400 △12,580,000 126,000 3,570,000 △3,696,000 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 45,000 45,000 0 0 45,000

一般正味財産期首残高 0 0 0 46,741,321 46,741,321 0 0 46,741,321

一般正味財産期末残高 0 0 0 46,786,321 46,786,321 0 0 46,786,321

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般指定財産への振替額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 220,000 0 0 0 220,000 0 0 220,000

指定正味財産期末残高 190,000 0 0 0 190,000 0 0 190,000

Ⅲ　正味財産期末残高 190,000 0 0 46,786,321 46,976,321 0 0 46,976,321
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こ
の
と
こ
ろ
、
空
模
様
が
お
か
し

い
。
昨
夏
も
高
温
が
続
く
中
で
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
、
強
風
に
竜
巻
や
火
山
の

爆
発
ま
で
あ
っ
た
。
冬
は
大
雪
が
各

地
を
襲
い
、
待
望
の
春
は
ひ
ど
い
駆

け
足
で
、
各
地
の
桜
だ
よ
り
を
早
め

た
。
宮
城
・
山
形
両
県
に
ま
た
が
る

蔵
王
山
に
は
４
月
、噴
火
注
意
の「
火

山
周
辺
情
報
」
が
出
さ
れ
た
。
▼
こ

う
し
た
異
変
は
異
常
な
事
件
を
誘
発

し
が
ち
な
の
か
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
現

職
警
官
ら
に
よ
る
殺
人
、
介
護
疲
れ

を
含
む
肉
親
殺
し
な
ど
が
多
発
。
海

外
で
は
不
条
理
な
テ
ロ
が
後
を
絶
た

ず
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る
殺
人
や
世

界
遺
産
の
破
壊
な
ど
、
目
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
状
況
が
横
行
し
て
い

る
▼
こ
ん
な
時
こ
そ
、
芸
術
・
文
化

の
出
番
で
は
な
い
か
、
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。
3
月
中
旬
に
仙
台
市
で
開

か
れ
た
第
3
回
国
連
防
災
世
界
会
議

で
も
、
災
害
時
に
芸
術
家
に
求
め
ら

れ
る
役
割
な
ど
が
話
題
に
上
っ
た
▼

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
5
月
30
日

の
当
協
会
定
時
総
会
に
先
立
つ
記
念

講
演
で
、
文
芸
部
の
水
戸
一
志
会
員

に
よ
る
話
題
提
供
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
年
の
後
半
は
何
と
か
未
年
に
ふ

さ
わ
し
い
、
静
か
な
落
ち
着
き
が
欲

し
い
も
の
だ
。 

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 

務 
報 
告

2
・
6　

芸
術
祭
展
示
部
門
代
表
者
会

議○ 

第
52
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
主
な
日
程

に
つ
い
て

○
第
52
回
芸
術
祭
の
対
応
に
つ
い
て

○ 

日
程
と
会
場
の
割
り
振
り
に
つ
い
て

3
・
20　

理
事
会

○ 

平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

○
法
人
運
営
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後　
　
　

援

☆ 

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館
開
館
記
念

「
市
民
所
蔵
の
杉
村
惇
作
品
展
」

3
月
8
日
～
4
月
12
日　

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

☆
山
形
栄
一
墨
彩
画
展

3
月
14
日
～
22
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
3
回「
子
供
の
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

4
月
5
日

　

昨
年
3
月

1
日
か
ら
期

間
雇
用
職
員

と
し
て
芸
協

事
務
局
に
勤

務
し
て
い
る
奥
津
典
子
さ
ん
が
、
4

月
1
日
付
で
正
職
員
の
「
主
事
」
に

採
用
さ
れ
た
。
芸
協
の
仕
事
へ
の
適

性
が
高
く
、
勤
務
状
況
も
良
好
な
こ

と
か
ら
採
用
に
至
っ
た
。
芸
協
の
正

職
員
採
用
は
、
平
成
21
年
の
伊
藤
敏

之
主
任
以
来
6
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

大
場
尚
文
理
事
長
か
ら
辞
令
を
手

渡
さ
れ
た
奥
津
さ
ん
は
「
会
員
の
皆

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の

で
、
平
成
27
年
度
会
費
の
納
入

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
会
員
は
、
今
年

は
4
月
30
日
が
引
き
落
と
し
日

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
指
定

口
座
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
会
員

は
、
同
封
の
振
替
用
紙
で
5
月

29
日
ま
で
に
納
入
願
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、

で
き
る
限
り
口
座
振
替
（
手
数

料
は
芸
協
負
担
）
へ
の
切
り
替

え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
ん
の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
、
芸

協
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

　

奥
津
さ
ん
は
庶
務
を
は
じ
め
、
芸

術
祭
や
各
部
門
の
事
業
な
ど
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
事
務
局
の
貴
重

な
戦
力
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
２
０
１
５
み
や
ぎ
の
書
60
人
展

5
月
1
日
～
7
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
創
元
展
宮

城
巡
回
展

5
月
8
日
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
1
回
二
科
東
北
支
部
連
合
展

５
月
８
日
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
61
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

5
月
15
日
～
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
51
回
生
田
流
箏
曲
演
奏
会

5
月
16
日

仙
台
市
民
会
館

☆
今
野
深
泉
書
作
展

5
月
20
日
～
24
日

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

☆
第
14
回
夢
・
楽
描
き
展

5
月
22
日
～
27
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

菊
地
義
彦
作
品
展
―
古
里
回
帰
制
作

活
動
の
原
点
は
山
紫
水
明
の
栗
原
―

5
月
26
日
～
7
月
26
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆
第
38
回
白
亜
会
東
北
支
部
展

5
月
29
日
～
6
月
3
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
3
回
書
蓮
会
展

6
月
9
日
～
14
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
67
回
三
軌
会
東
北
展

6
月
12
日
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
42
回
仙
台
女
流
美
術
協
会
徳
島
絆

グ
ル
ー
プ
展

6
月
19
日
～
25
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
16
回
仙
台
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会
会

員
に
よ
る
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
30
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
3
回
リ
ア
ン
協
会
絵
画
展

7
月
3
日
～
8
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
50
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台

7
月
3
日
～
8
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
61
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

7
月
10
日
～
15
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
34
回
板
橋
健
独
唱
会

7
月
17
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
２
０
１
４
宮
城
写
真
サ
ロ
ン

　

▽
秀
作
＝
山
本
か
つ
い

◇
第
九
十
九
回
二
科
展

　
〈
絵
画
部
〉
▽
会
員
推
挙
＝
及
川
英

之
　

▽
入
選
＝
石
川
由
巳
子
、
玉
川
浩
嗣

◇
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展

　

▽
入
選
＝
菅
原
典
子

受　

贈　

書
（　

）は
寄
贈
者

北
炎
詞
華
集
（
濱
田
利
昭
）、
東
日
本

大
震
災
以
後
の
海
辺
を
歩
く　

み
ち
の

く
か
ら
の
声
（
原
田
勇
男
）、
第
八
集

泥
の
会　

合
同
歌
集
（
中
川
嘉
一
）

謹
　
　
弔

書
道
部 

佐
藤
時
子
殿

 

平
成
25
年
3
月
1
日

工
芸
部
（
染
織
） 

櫻
田
治
子
殿

 

平
成
26
年
12
月
10
日

茶
道
部
（
煎
茶
文
雅
静
庵
流
）

 

小
川
静
美
殿

 

12
月
25
日

絵
画
部
（
日
本
画
） 

宮
澤
早
苗
殿

 

４
月
11
日

奥
津
典
子
さ
ん
、正
職
員
に

会費納入のお願い


